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昨
年
、
現
最
終
処
分
場
の
残
容
量
が
不
足
す
る
こ
と
が
判
明

し
、
市
は
、
平
成　

年
３
月
の
使
用
期
限
ま
で
使
用
す
る
た
め
の

２７

対
応
策
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
は
、
本
年
度
を
環
境
元
年
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
か
ら

の
ご
み
処
理
の
基
本
方
針
と
施
策
を
定
め
た
、
新
た
な
ご
み
処

理
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
４
月
の

２７

新
ご
み
処
分
場
供
用
開
始
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
ご
み
の
減

量
化
や
、
将
来
へ
の
負
担
を
減
ら
す
処
理
方
法
の
実
施
な
ど
、
総

合
的
な
環
境
行
政
岩
見
沢
モ
デ
ル
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
新
し

い
ご
み
処
分
場
の
建
設
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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今
後
の
ご
み
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
ご

み
処
理
３
原
則
を
基
本
に
、
環
境
に
与
え

る
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
岩
見
沢
に
ふ
さ

わ
し
い
ご
み
処
理
な
ど
総
合
的
な
環
境
行

政
岩
見
沢
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

�
市
民
と
行
政
の
協
働

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
回
収
の
強
化
、

受
け
入
れ
や
す
い
分
別
方
法
の
設
定
な

ど
�
環
境
教
育

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
利
用
の
啓
発
と

普
及
活
動
な
ど

�
コ
ス
ト
の
最
大
限
の
圧
縮

　

単
独
処
理
施
設
、
ご
み
減
量
化
に
よ

る
コ
ス
ト
の
抑
制
な
ど

�
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り

　

将
来
の
負
担
を
減
ら
す
処
理
方
法
の

実
施
、
生
成
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
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３
Ｒ
の
推
進
に
向
け
て
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
ご
み
減
量
化
施
策
な
ど
へ

の
助
言
や
講
演
会
を
開
催
。
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ご
み
の
よ
り
よ
い
始
末
を
進
め
る
市

民
会
議
な
ど
と
連
携
し
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生
ご
み
堆
肥
化
の

推
進
や
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
市
民
と
協
働
で
啓
発
活

動
を
実
施
。
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地
域
が
取
り
組
む
集
団
資
源
回
収
に

対
し
、
紙
類
の
回
収
量
に
応
じ
て
、
奨

励
金
を
交
付
。
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家
庭
や
事
業
者
、
地
域
で
の
生
ご
み

処
理
機
に
よ
る
減
量
化
や
堆
肥
化
の
取

り
組
み
に
対
し
、
そ
の
処
理
機
の
購
入

費
の
一
部
を
助
成
。
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び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源

化
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

毎
週
回
収
を
実
施
。
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再
資
源
化
し
た
循
環

利
用
と
そ
の
処
理
費
用
の
調
査
の
た
め
、

油
化（
燃
料
化
）の
実
証
試
験
を
実
施
。
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ご
み
の
減
量
化
、
循
環
利
用
の
推
進
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
ご

み
の
減
量
化
施
策
を
検
討
。
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現
在
行
っ
て
い
る
、
小
・
中
学
校
の
遠
隔

学
習
や
事
業
所
、
施
設
、
団
体
等
に
出
向
い

て
の
ご
み
処
理
、
分
別
、
環
境
に
関
す
る
教

育
や
啓
発
活
動
の
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
、

小
・
中
学
校
で
生
ご
み
処
理
機
を
活
用
し
、

学
校
給
食
の
残
渣
を
減
量
化
す
る
取
り
組

み
を
通
じ
た
環
境
教
育
を
進
め
ま
す
。
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現
在
の
最
終
処
分
場
に
お
い
て
、
即
日

覆
土
の
代
わ
り
に
、
自
然
分
解
す
る
覆
土

代
替
シ
ー
ト
を
今
後
も
活
用
す
る
ほ
か
、

大
型
ご
み
、
軽
量
ご
み
の
別
途
処
理
な
ど

を
行
い
、
残
容
量
の
測
定
も
定
期
的
に
実

施
し
、
平
成　

年
３
月
ま
で
の
残
容
量
を

２７

確
保
し
ま
す
。
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平
成　

年
４
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し

２７

て
、
焼
却
施
設
や
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
、
最

終
処
分
場
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
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　昨年１２月からス
タートしたプラス
チック製容器包装の
分別が、市民の皆さ
んの協力で着実に処
理量が増えています。
　さらなる分別に向
けて、引き続きご協
力をお願いします。

����
　環境と経済が両立した
循環型社会を形成してい
くためのキーワードです。

��educe（リデュース）
　 ＝ごみを減らす

��euse（リユース）
　 ＝繰り返し使う

��ecycle（リサイクル）
　 ＝再資源化
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新
ご
み
処
分
場
は
、
平
成　

年
４
月
供

２７

用
開
始
す
る
予
定
で
、
今
年
度
か
ら
そ
の

建
設
に
着
手
し
ま
す
。

　

新
ご
み
処
分
場
で
は
、
収
集
し
た
燃
や

せ
る
ご
み
は
、
焼
却
処
理
を
行
い
、
焼
却

灰
を
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ま
す
。

　

燃
や
せ
な
い
ご
み
と
大
型
ご
み
は
破
砕

選
別
機
に
か
け
、
ア
ル
ミ
や
鉄
類
の
資
源

ご
み
、
混
入
し
た
燃
や
せ
る
ご
み
や
生
ご

み
を
取
り
出
し
、
残
り
を
埋
め
立
て
ま

す
。
生
ご
み
を
そ
の
ま
ま
埋
め
立
て
る
こ

と
が
な
い
た
め
、
現
在
の
処
分
場
の
よ
う

に
臭
い
の
発
生
や
カ
ラ
ス
等
が
集
ま
る
と

い
っ
た
問
題
点
が
解
消
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
排
ガ
ス
、
悪
臭
、
騒
音
、
振
動
、

排
水
に
つ
い
て
の
公
害
防
止
基
準
に
つ
い

て
は
、
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
ほ
か
、
一

部
で
基
準
値
よ
り
厳
し
い
計
画
値
を
定

め
、
環
境
に
や
さ
し
い
処
理
を
行
い
ま
す
。
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新
ご
み
処
分
場
は
、
現
在
の
ご
み
処
分

場
の
近
く（
東
山
町
東
部
の
山
間
部
）に
建

設
し
ま
す
。
搬
入
車
両
の
搬
入
経
路
や
台

数
は
、
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ
り
ま
せ

ん
。�
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中
間
処
理
施
設
と
し
て
、
焼
却
施
設
、

破
砕
選
別
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
建

設
。
最
終
処
分
場
と
し
て
、
浸
出
水
処
理

��������	
��
��

摘要１日当たりの処理能力施設の種類区分
高効率ごみ発電施設１００トン（２４時間連続運転

　１日５０トン×２基）
焼却施設������

破砕し、鉄、アルミ、可燃、不燃に選別１５トン破砕選別施設

透明、茶、その他に選別
鉄、アルミ別に圧縮梱包
圧縮梱包
圧縮梱包（現処理ラインを移設）

２.６トン
１.５トン
１.１トン
４.７トン

リサイクル施設
　びん
　缶
　ペットボトル
　プラスチック製容器包装

埋立地からの雨水等を浄化し放流７０�浸出水処理施設�����

計画埋立期間１５年
焼却灰と燃やせないごみを埋め立て

埋立面積　約１８,０００�
埋立容量　約１００,０００�

埋立地
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施
設
、
埋
立
地
を
建
設
し
ま
す
。

　

各
施
設
は
、
今
年
の
秋
以
降
に
工
事
や

施
設
建
設
に
着
手
し
、
平
成　

年
３
月
ま

２７

で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
中
間
処
理
施
設
の
工
事
業
者
選

定
は
、
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
で
行

い
、
学
識
経
験
者
で
つ
く
る
審
査
委
員
会

で
審
査
し
た
技
術
評
価
点
と
入
札
価
格
を

数
値
化
し
た
価
格
評
価
点
を
合
わ
せ
た
総

合
評
価
点
に
基
づ
き
、
公
正
、
公
平
に
業

者
選
定
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

　

新
ご
み
処
分
場
の
施
設
規
模
を
算
出
す

る
た
め
の
ご
み
の
量
は
、
平
成　

年
度
の

２７

人
口
推
計
と
、
有
料
化
や
収
集
方
法
の
見

直
し
、
生
ご
み
減
量
化
支
援
等
の
ご
み
減

量
化
・
資
源
化
策
に
よ
る
減
量
計
画
を
基

に
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
各
家
庭
や
事
業
所
で
の

２７

１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
、
家
庭

で　

ｇ
、
事
業
所
で　

ｇ
と
推
計
し
て
い

５８０

３２０

ま
す
。
平
成　

年
度
実
績
と
比
較
し
た
場

２２

合
、
家
庭
で　

ｇ
、
事
業
所
で　

ｇ
の
減

８８

１０７

量
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
、
町
会（
自

治
会
）等
で
古
紙
等
の
回
収
を
行
う
集
団

資
源
回
収
や
事
業
所
で
の
ペ
ー
パ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
、
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
等
の
分
別
の

徹
底
、
家
庭
や
事
業
所
で
の
生
ご
み
の
堆

肥
化
処
理
等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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国
や
北
海
道
で
は
、
広
域
的
な
ご
み
処

理
を
推
進
し
て
お
り
、
新
ご
み
処
分
場
を

建
設
す
る
に
当
た
り
、
市
は
、
近
隣
自
治

体
と
協
議
を
行
い
、
美
唄
市
と
月
形
町
の

燃
や
せ
る
ご
み
と
大
型
ご
み
を
新
ご
み
処

分
場
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

美
唄
市
と
月
形
町
か
ら
搬
入
さ
れ
る
ご

み
は
、
各
市
町
で
一
時
保
管
し
、
そ
れ
ぞ

れ
１
日
に
２
〜
３
台
の
車
両
で
搬
入
し
、

処
理
し
ま
す
。
そ
の
後
、
美
唄
市
は
焼
却

灰
を
持
ち
帰
り
ま
す
。

　

な
お
、
両
市
町
か
ら
、
一
般
車
両
が
ご

み
を
直
接
持
ち
込
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

両
市
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
込
む
ご

み
の
量
に
基
づ
い
て
、
施
設
の
建
設
費

用
、
維
持
管
理
費
用
を
負
担
し
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
岩
見
沢
市
の
ご
み
処
理
は
、

ご
み
の
減
量
や
集
団
資
源
回
収
の
強
化
、

分
別
の
徹
底
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
住
み
や
す

い
岩
見
沢
市
を
未
来
に
残
す
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組
み

や
、
新
ご
み
処
分
場
の
詳
細
等
は
、
広
報

紙
等
を
通
じ
て
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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月形町美唄市岩見沢市全体施設の種類

３.８０トン１２.１２トン８４.０８トン１００トン
����
�������

０.１５トン０.０２トン１４.８３トン１５トン
������
�������

３,２９９�９６,７２０�１００,０１９�
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　腹話術もある笑いたっぷりの講演です。
時　間　午後１時３０分～２時３０分
会　場　であえーる岩見沢（４西３）
講　演　実践！楽しいエコライフ
講　師　 笑 

エ

 呼 
コ

 路 
�

 次郎 さん（健康エコライフア
���

ドバイザー）
定　員　１００人（申込順）　参加料　無料
申込・問合先　６月２５日�までに、住所、氏

名、職業、電話番号を記入の上、
ファックスまたはＥメールで岩見沢
新エネ・省エネ推進協会（３東１４　
東光電機工業�内）へ

　　　　�２２局３４５６　�２４局１１７９
　　　　Ｅメール
　　　　toko-iwamizawa@ah.wakwak.com

������

�������	
���

��������	�����
��
時　間　午前９時～午後７時
会　場　であえーる岩見沢（４西３）
問合先　市廃棄物対策課

�������	�
　市内大型小売店舗で、マイバッグ推進の啓
発活動を行います。
問合先　市廃棄物対策課
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　ごみ処理施設をはじめ、エネルギー供給施
設などをバスで移動しながら見学します。
時　間　午後１時３０分～４時３０分
集合場所　市役所本庁
見学先　市じん芥処理センター、市リサイク

ルセンター、北海道電力�岩見沢支
店変電所、岩見沢ガス�天然ガスタ
ンク、サンフロア工業�ゴムチップ
パネル、�前野商店精米機

定　員　４０人（申込順）　参加料　無料
申込・問合先　６月２９日�までに、住所、氏

名、職業、電話番号を記入の上、
ファックスまたはＥメールで市環境
保全課へ

　　　　�２３局９９７７
　　　　Ｅメール　energy@i-hamanasu.jp
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�
　中心市街地のごみ拾いを行います。
時　間　正午～午後１時
集　合　ぷらっとパーク（４西２）
問合先　市環境保全課
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　環境美化標語の募集に、各小・中学校からたくさん
の応募がありました。
　全８４０作品の中、６０作品が入賞。このうち大賞を受
賞した７作品を紹介します。
　どの作品にも、子どもたちの純粋な気持ちが込め
られています。子どもたちの未来のために、皆さん
も、ごみの減量化や環境美化への実践にご協力をお
願いします。
　なお、大賞受賞者には、４月１日に環境美化標語大
賞贈呈式で、賞状と記念品を贈呈しました。
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　リサイクルマーケットや大型リサイクル品の販売などを行います
時　間　午前１０時～午後２時３０分
内　容　�リサイクルマーケット　�ごみ処理、分別、減量化の各種展示
　　　　�家具や自転車の大型リサイクル品の販売　�スタンプラリー
　　　　�地球温暖化防止パネル展　�新エネ・省エネ学習展
会　場　であえーる岩見沢（４西３）
問合先　市廃棄物対策課
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　ごみ減量化の先進事例などについて、講師

を招き、基調講演を行います。

時　間　午後３時～４時３０分
会　場　であえーる岩見沢（４西３）
問合先　市廃棄物対策課
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　冬期間、幾春別川の水を汲み上げて、利根
別川に流すことで、利根別川の水量を確保し

雪がスムーズに流れるようにしています。
　この水を汲み上げる施設の説明を聞きなが
ら探索し、周辺のごみ拾いをします。
時　間　午前７時～８時
会　場　消流雪用水貯水池公園（東町３３２先）
説明員　北海道開発局札幌開発建設部岩見沢

河川事務所職員
参加料　無料
申込・問合先　７月５日�までに、住所、氏

名、職業、電話番号を記入の上、
ファックスまたはＥメールで市環境
保全課へ　�２３局９９７７

　　　　Ｅメール　energy@i-hamanasu.jp
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　自宅で不用となっている衣類や小物など、環境フェス
タで行うリサイクルマーケットで出品してみませんか。
出店料　１区画５００円（１区画約５.７�）
募集数　５０区画（申込順。ただし市民優先）
申　込　６月１８日�～２９日�（土・日曜日を除く）まで

に、電話または直接、市廃棄物対策課リサイク
ル推進係へ
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古布（乾いた物）、割りばし、

紙パックを当日会場で回収

します。
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�
　７月７日はいわみざわ環境美化の日です。
まちをきれいにするために、周辺のごみ拾い
や植樹などの取り組みを行う地域や団体、事
業所などを募集します。
　なお、事業所など７日が休業日の場合は前
日の６日�に実施しても構いません。
申込・問合先
　７月６日�までに市環境保全課へ

【大賞受賞作品】　※学校は作品応募時のものです。
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����������　村松　英泰さん（日の出小）

���������	
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����������　土居　愛菜さん（中央小）

���������	
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���������　渋谷　紗良さん（日の出小）

���������	
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����������　井深　凌さん（第二小）
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����������　浅倉　有生乃さん（光陵中）

���������	
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�����������　橋場　竜也さん（光陵中）

����������	
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�������　堂前　蓮さん（緑中）
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　地球温暖化やエネルギーの問題について、講演や取り組み事例の発表、環境への取り組みパネル
展を行います。皆さんも参加して、ライフスタイルを見直すきっかけにしませんか。

日　時　６月２２日�　午後３時～４時４５分
会　場　まなみーる（９西４）
演題、講師
　��������	
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　　大友詔雄さん（北海道新エネルギー普及促進協会理事長）
　��������	
��
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　　伊藤禎朗さん（北海道開発局札幌開発建設部岩見沢河川事務所長）
　��������	
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　　平成２３年度環境美化標語大賞者
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竹内良曜さん（北海道バイオマスリサーチ株式会社取締役）
　��������	
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　　北海道岩見沢農業高等学校農業土木工学科生徒
対　象　市民　定員　１００人（申込順）　参加料　無料
申込・問合先　６月１５日�までに、住所、氏名、職業、電話番号を記入の上、ファックスまたは

Ｅメールで市環境保全課へ　�２３局９９７７　Ｅメール　energy@i-hamanasu.jp
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　市は、家庭から出される生ごみの減量・資源化を進めるため、電動生ごみ処理機の購入に対する
助成を新たに開始します。

対 象 者　市内に居住している方（事業者を除く）で、処理機を適正に維持管理できる方
対象機器　電力を利用し生ごみを処理する機器で、乾燥方式、微生物分解方式など（ディスポーザー

を除く）によるものとし、市が指定した登録販売店で購入する物
助 成 額　購入額の２分の１を助成し、２０,０００円を上限とする
助成人数　１００人（申込順とし、１世帯１台までとする）
受付日時　６月１０日�　午前９時～午後４時（１００人に満たない場合は、６

月１１日�以降の祝日を除く月～金曜日に受け付けしますので、
お問い合わせください）

持参する物　印鑑
※詳しくは広報いわみざわ５月号または市のホームページをご覧ください。
受付・問合先　市廃棄物対策課リサイクル推進係
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��助成対象者決定助成対象者決定前前
に購入した生ごに購入した生ごみみ
処理処理機機

��登録販売店以外登録販売店以外でで
購入した生ごみ購入した生ごみ処処
理理機機
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　今年の夏は、北海道でも電力供給量が不足するおそれがあるといわれています。細かいことで
も積み重ねると大きな節約になることがありますので、冷蔵庫や照明、テレビなどを中心に、節電
の取り組みをお願いします。
��������

�テレビなど家電製品で使っていないものは、電源を切るかコンセントを抜く
�家庭で使用する家電製品の消費電力量を把握し、不要なものは使用しない（エコワットやワット
モニターなど比較的低価格で家電製品の消費電力量を把握できるものも市販されています）
�最大電力使用量が大きくならないよう、消費電力の大きな機器をなるべく同時に使用しない
�冷蔵庫の開閉時間を短くし、詰め込む量を少なくする
�照明は、こまめに消し、日中はできるだけつけない
�衣類乾燥機や洗濯機の乾燥機能の使用をできるだけ控える

問合先　市環境保全課


